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施策の体系 
温室効果ガス削減目標の達成や将来ビジョンの実現に向けて、町民・事業者・町が連携して下記に示す施策を推進し

ていきます。 

 

 

地球温暖化対策実行計画 

外ヶ浜町地球計画（区域施策編）とは 
本計画は、町域全体から排出される温室効果ガス排出を抑制し、町内外に影響・被害を及ぼしている地球温暖化への

対策を、町民・事業者・町が一体となって進めていくために策定するものです。本計画においては、温室効果ガス排出削

減目標や再生可能エネルギー導入目標、町域の将来像を示すとともに、具体的な取組を位置づけています。計画期間

は、2035（令和 17）年度までの 1０年間とし、2030（令和 12）年度を中間目標とします。 

 

将来ビジョン 
本計画で掲げる、2050 年の本町のビジョンを示します。町内全域で、町民・事業者・町が連携して、省エネ化や再生可

能エネルギーの利用、資源循環等に取り組み、持続可能で快適な暮らしや事業活動が地域に広がっています。 
 

本計画は、（一社）地域循環共生社会連携協会から交付された環境省 補助事業 である令和６年度（補正予算） 二酸化炭素排出
抑制対策事業費等補助金（地域脱炭素実現に向けた再エネの最大限導入のための計画づくり支援事業）により作成されました。 外ヶ浜町 

区域施策編 

【計画策定の背景】 

世界では 2018（平成 30）年に IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の特別報告書において、「気温上昇を

2℃よりリスクの低い 1.5℃に抑えるためには、2050 年までに二酸化炭素等の実質排出量をゼロにすることが必

要」とされています。我が国においても、2020（令和２）年 10 月に 2050 年までにカーボンニュートラルを目指すこ

とを宣言しました。 
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温室効果ガス排出量の現状 
本町の温室効果ガス排出量について、基準年度(2013（平成 25）年度)からの推移を以下に示します。2022

（令和 4）年度の本町における温室効果ガス排出量は 62.7 千 t-CO2(基準年度比 18%減)でした。また、温室効

果ガス排出量の多くを占めるエネルギー起源 CO2 の 2022（令和 4）年度の排出量は 55.3 千 t-CO2(基準年

度比 18％減)でした。2013（平成 25）年度以降の温室効果ガス排出量は減少傾向ではあるものの、2050 年ま

でのゼロカーボンシティの実現に向けて排出削減の取組を加速させていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温室効果ガス削減目標 
温室効果ガス排出量を 2030（令和 12）年度に 2013（平成 25）年度比で 50%削減、2050 年度までに実質

ゼロとすることを目標とします。本計画の計画期間である 2035（令和 17）年度には、2013（平成 25）年度比で

62%削減となります。ゼロカーボンシティの実現に向けた道筋として、省エネ化、再生可能エネルギーの導入等の

対策を実施した場合の将来の温室効果ガス排出量を示します。 

再生可能エネルギー導入目標 
本町における 2050 年までの再生可能エネルギー導入目標も下記に示します。温室効果ガス削減目標の達成

や、国の再生可能エネルギー導入目標等を踏まえて設定しました。導入量が大きい陸上風力発電について、既存

設備の維持・更新に加えて、追加設備の導入を目指します。その他の再生可能エネルギーについても導入を推進

するとともに、町内での自家消費を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点施策 
重点施策は、本町の地域特性や課題を踏まえ、優先的に取り組む施策です。その他の施策については、裏面に

掲載しています。 
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太陽光発電

陸上風力発電

小水力発電

バイオマス

地中熱

町内再生可能

エネルギー利用量

ブルーカーボン× 

持続可能な水産業振興 

省エネ住宅で快適な住環境の実現 自然と共生した 

再生可能エネルギーの導入拡大 

自治会や商工会、地域の

工務店と連携し、高断熱・

高気密住宅の仕組みと効

果の啓発を行うとともに、

実際に断熱性や暮らしの変

化を体感できる場の創出

を検討します。 

風力発電等の再生可能エ

ネルギーの導入を進めるた

め、適地を明確にするゾーニ

ングの実施を検討します。ま

た、再生可能エネルギー電力

や環境価値を地域に還元す

る仕組みを検討します。 

海草や海藻といった海中

の生物に貯留される炭素で

ある「ブルーカーボン」の創出

や、ホタテの廃棄貝殻の有効

活用に向けて、先進地におけ

る事例を参考に、本町におけ

る取組を検討・実施します。 

木質バイオマスによる 

熱供給の検討 

温浴施設や病院等における

バイオマス熱利用の導入可能

性を検討します。化石燃料か

ら地域資源の木質バイオマス

へ転換することで、町外・国外

へのエネルギー代金の流出を

防ぎ、地域振興に繋がります。 

  

 
【外ヶ浜町 温室効果ガス削減目標】 

2030（令和 12）年度に 2013（平成 25）年度比で 50%削減 

2050 年までに温室効果ガス排出量実質ゼロ 


